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県内産黒毛和種肥育牛の脂肪酸組成の状況 
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要約 

県内産黒毛和種肥育牛 210 頭（去勢牛 117 頭、雌牛 93 頭）の胸最長筋について脂肪酸組成を測定し、

性、生産者、種雄牛の及ぼす影響について検討した。210 頭の内訳は、生産者 45 戸、種雄牛は、気高・

栄光系 89 頭（42％）、田尻・茂金系 61 頭（29％）、藤良系 52 頭（25％）、その他 8 頭（4％)であった。

一価不飽和脂肪酸（MUFA）割合は、去勢牛 56.7±4.4%、雌牛 59.6±3.7 と既報告と同等で、種雄牛の

系統間に大きな差は認められなかった。系統別の比較では、去勢牛の田尻・茂金系が気高・栄光系よ

りリノール酸が高い結果であった以外は、差が見られなかった。調査した 210 頭のうち、3 頭以上を

出荷している生産者かつ 3 頭以上の肥育牛を出荷している種雄牛で抽出した 128 頭（去勢牛 74 頭、雌

牛 54 頭）の MUFA 及び多価不飽和脂肪酸（PUFA）について、公表されている情報のうち性差、生産者、

種雄牛の 3 要因との関係が強く、特に生産者と種雄牛の影響が大きかった。また、MUFA は、気高・栄

光系及び藤良系は多いものと少ないものに分かれていたが、田尻・茂金系は概ね中間に位置していた。

PUFA は、田尻・茂金系が多く、気高・栄光系が少ない傾向を示していた。 
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緒言 

県内肉用牛生産者は、生産物価格の低迷、飼料価格

の高騰等により、厳しい経営状況が続いている。その

ため、生産者は枝肉成績の向上に加えて、安全性やお

いしさといった新たな付加価値による有利販売を模索

している。 

その中で、牛肉中のMUFAの多寡が、牛肉のおいしさ

や風味に関与していると言われており、向上させる要

因や方策等に関心が高まっている。MUFAに関する研究

報告は最近増加しており、牛肉中の脂肪酸に占める

MUFA含量は、遺伝的要因（品種、系統）１）２）３）４）５）

や環境的要因である給与飼料６）７）８）９）、性差３）、採

材部位 10）11）、季節、加齢・肥育期間 12）等によって影

響を受けると言われている。 

このような中、県内の一部農家において、MUFAを増

加させると言われている米ヌカ 13）14）や脂肪酸カルシ

ウム等の給与15）の試みが行われている。しかしながら、

県内産黒毛和種牛肉の脂肪酸組成調査は行われておら

ず、その実態が明らかにされていない。そのため、県

内産黒毛和種牛肉の脂肪酸組成の傾向を明らかにする

とともに、その組成に関与する要因等を探る目的で調

査を実施した。 

 

材料及び方法 

1 供試材料 

平成23年6月～平成24年2月の間に全農愛媛県本

部が購入した黒毛和種枝肉のうち無作為に選んだ 210

頭（去勢117頭、雌93頭）について、第6～7肋骨間

切断面を厚さ5㎜程度にスライスした胸最長筋を採取

し、真空・冷凍保存後、筋内脂肪を分析に供した。 

2 分析方法 

脂肪酸組成は、凍結保存した試料の脂肪抽出後、水

酸化カリウム－エタノール溶液でけん化を行い、3 フ

ッ化ホウ素メタノールでメチルエステル化し、n-ヘキ

サンにより抽出し、ガスクロマトグラフィー（日立

G3900 キャピラリーカラム Omegawax320：30m×0.32

㎜×0.25μm）で測定した。 

3 統計処理 

調査対象の210頭の産肉成績及び各種脂肪酸につい

て、性差、系統別に一元配置による分散分析を行い、

Tukey の多重検定により比較した。また、脂肪酸組成

及び産肉成績について相関分析を行った。 
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また、MUFA及び PUFA含量の多寡に対し、示されて

いる各要因のうち決定係数が高く、当てはまりの良い

と考えられた性差 2水準、生産者 21水準、種雄牛 21

水準の3要因について、数量化Ⅰ類により分析を行っ

た。なお、数量化Ⅰ類分析の精度を高めるため、3 頭

以上を出荷している生産者かつ3頭以上の肥育牛を出

荷している種雄牛で抽出した128頭（去勢牛74頭、雌

牛54頭）を抽出し、性差2階層、生産者21戸、交配

種雄牛21頭をカテゴリー化して検討した。 

 

結果及び考察 

 調査した210頭の黒毛和種枝肉の内訳を表1に示し

た。種雄牛の系統別にみると、全体で気高・栄光系42%、

次いで、田尻・茂金系29%、藤良系25%でこの3系統が

96%を占めていた。最近県内では、増体性及びBMSを兼

ね備えた気高・栄光系を主体とする交配が多くなって

いると言われており、本調査でもその傾向が窺えた。 

表2及び表3に調査牛の産肉成績を種雄牛の系統毎

に示した。去勢牛、雌牛ともに全国平均よりも、肉量

に関する形質（と体重量、ロース芯面積、バラ厚）は

やや劣るものの、去勢牛のBMSはやや高い傾向にあっ

た。系統別では、去勢牛の気高・栄光系及び藤良系は、

肉量に関する形質及びBMSともに成績が良く、田尻・

茂金系が劣る傾向であった。雌牛では、肉量に関する

表１　供試した黒毛和種肥育牛

（単位：頭、戸）

気高・　栄光 田尻・　茂金 藤良 その他 計

去勢 49 30 32 6 117 38 37

雌 40 31 20 2 93 26 47

合計 89 61 52 8 210 45 64

種雄牛の系統
性 生産者数 種雄牛数

表３　雌牛の系統別産肉成績

系統

頭数

出荷月齢 （月齢） 29.1 ± 1.5 29.8 ± 2.0 29.2 ± 1.4 27.2 ± 0.6 29.3 ± 1.7 30.0

と体重量 （ｋｇ） 427 ± 51 410 ± 43 408 ± 73 416 ± 20 417 ± 54 423 ± 50

ロース芯面積 （ｃｍ
２
） 54.7 ± 7.5 54.6 ± 8.1 52.1 ± 7.7 54.0 ± 2.8 54.1 ± 7.7 55.3 ± 8.8

バラ厚 （ｃｍ） 7.7 ± 1.0
ａ 7.2 ± 0.7

ｂ 7.2 ± 0.9
ａｂ 7.3 ± 0.4

ａｂ 7.4 ± 0.9 7.5 ± 0.9

脂肪厚 （ｃｍ） 2.8 ± 0.9 2.4 ± 0.7 2.7 ± 1.0 2.2 ± 0.3 2.6 ± 0.9 2.8 ± 0.8

ＢＭＳ 5.2 ± 1.6 5.7 ± 2.0 5.7 ± 1.9 3.5 ± 0.7 5.4 ± 1.8 5.7 ± 2.1

ＢＣＳ 4.0 ± 0.4 4.0 ± 0.5 4.0 ± 0.5 4.0 ± 0.0 4.0 ± 0.4 4.0 ± 0.6

ＢＦＳ 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.0 3.1 ± 0.2 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.1

※１　参考：独立行政法人家畜改良センター　肉用牛枝肉情報全国データベース　「平成２３年度枝肉成績とりまとめ概要」から引用

※２　異符号間に有意差あり　P＜0.05　

気高・栄光 田尻・茂金 藤良 その他 全体 参考
※1

40 31 20 2 93

表２　去勢牛の系統別産肉成績

系統

頭数

出荷月齢 （月齢） 29.7 ± 2.1 29.6 ± 1.4 29.0 ± 1.5 28.4 ± 2.0 29.4 ± 1.8 29.6

と体重量 （ｋｇ） 466 ± 58 438 ± 64 449 ± 71 412 ± 47 451 ± 64 480 ± 57

ロース芯面積 （ｃｍ
２
） 55.8 ± 9.5 53.2 ± 8.3 55.1 ± 10.6 52.0 ± 4.5 54.7 ± 9.3 56.6 ± 8.7

バラ厚 （ｃｍ） 7.7 ± 1.1 7.4 ± 1.1 7.5 ± 1.1 6.9 ± 0.7 7.5 ± 1.1 7.8 ± 1.0

脂肪厚 （ｃｍ） 2.1 ± 0.6
ｂ 2.0 ± 0.6

ａｂ 2.5 ± 0.6
ａ 1.6 ± 0.3

ｂ 2.2 ± 0.6 2.4 ± 0.7

ＢＭＳ 6.6 ± 2.5
ａｂ 6.4 ± 2.4

ａｂ 7.3 ± 2.7
ａ 4.5 ± 1.0

ｂ 6.6 ± 2.5 5.8 ± 2.1

ＢＣＳ 3.8 ± 0.4 3.9 ± 0.4 3.9 ± 0.3 4.0 ± 0.0 3.9 ± 0.4 3.9 ± 0.6

ＢＦＳ 3.0 ± 0.2 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.2 3.0 ± 0.0 3.0 ± 0.2

※１　参考：独立行政法人家畜改良センター　肉用牛枝肉情報全国データベース　「平成２３年度枝肉成績とりまとめ概要」から引用

※２　異符号間に有意差あり　P＜0.05　

6 117

気高・栄光 田尻・茂金 藤良 その他 全体 参考
※1

49 30 32
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形質で気高・栄光系がやや優れる傾向を示す一方、BMS

では田尻・茂金系及び藤良系がやや優れる傾向が見ら

れた。 

表 4、表 5及び表 6に、去勢牛及び雌牛の胸最長筋

中の脂肪酸組成（13種類）を示した。MUFA割合は、去

成牛 56.7±4.5％、雌牛 59.6±3.8でばらつきが多い

が、岡ら 16）は去勢牛で58.0±2.7、雌牛で59.0±2.7、

野儀ら 10）は 56.6±3.1、大友ら 17）は、去勢牛 58.6、

雌牛 59.7、上村ら 18）は 53.6±3.0 と報告しているこ

とから、他報告と大きな違いはみられなかった。 

また、多くの脂肪酸で性差間に有意差が見られ、ば

らつきは大きいものの MUFA 割合は去勢牛よりも雌牛

表４　去勢牛の系統別脂肪酸組成

(C14:0) ﾐﾘｽﾁﾝ酸 2.0 ± 0.5 2.0 ± 0.5 2.0 ± 0.4

(C14:1) ﾐﾘｽﾄﾚｲﾝ酸 0.6 ± 0.3 0.6 ± 0.2 0.7 ± 0.5

(C15:0) ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ酸 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1

(C16:0) ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸 22.9 ± 2.0 21.9 ± 2.0 22.2 ± 2.2

(C16:1) ﾊﾟﾙﾐﾄﾚｲﾝ酸 2.9 ± 0.9 2.9 ± 0.7 3.3 ± 1.1

(C17:0) ﾏﾙｶﾞﾘﾝ酸 0.9 ± 0.1 1.0 ± 0.2 1.0 ± 0.2

(C17:1) ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｾﾝ酸 0.9 ± 0.2 0.9 ± 0.1 1.0 ± 0.2

(C18:0) ｽﾃｱﾘﾝ酸 14.9 ± 3.6 14.4 ± 2.5 13.9 ± 4.3

(C18:1) ｵﾚｲﾝ酸 51.1 ± 3.6 52.0 ± 3.1 51.9 ± 4.7

(C18:2) ﾘﾉｰﾙ酸 2.6 ± 0.7
B 3.2 ± 0.9

A 2.8 ± 0.8
AB

(C18:3) ﾘﾉﾚﾝ酸 0.2 ± 0.0 0.2 ± 0.0 0.2 ± 0.1

(C20:0) ｱﾗｷｼﾞﾝ酸 0.2 ± 0.0 0.2 ± 0.1 0.2 ± 0.1

(C20:1) ｴｲｺｾﾝ酸 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.2

SFA　　（飽和脂肪酸） 41.2 ± 4.1 39.7 ± 3.4 39.6 ± 5.6

MUFA　（一価不飽和脂肪酸） 56.1 ± 4.2 56.9 ± 3.5 57.5 ± 5.6

PUFA　（多価不飽和脂肪酸） 2.7 ± 0.7
B 3.3 ± 0.9

A 3.0 ± 0.8
AB

※異符号間に有意差あり　　P＜0.01　　

（ｎ＝49） （ｎ＝30） （ｎ＝32）

気高栄光 田尻茂金 藤良
脂肪酸

表５　雌牛の系統別脂肪酸組成

(C14:0) ﾐﾘｽﾁﾝ酸 1.8 ± 0.4 1.9 ± 0.4 1.9 ± 0.5

(C14:1) ﾐﾘｽﾄﾚｲﾝ酸 0.6 ± 0.3 0.6 ± 0.2 0.7 ± 0.5

(C15:0) ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ酸 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1

(C16:0) ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸 20.8 ± 1.8 21.3 ± 1.8 21.0 ± 2.0

(C16:1) ﾊﾟﾙﾐﾄﾚｲﾝ酸 3.3 ± 0.8 3.3 ± 0.5 3.4 ± 0.7

(C17:0) ﾏﾙｶﾞﾘﾝ酸 0.9 ± 0.2 0.9 ± 0.1 0.9 ± 0.1

(C17:1) ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｾﾝ酸 1.0 ± 0.2 0.9 ± 0.2 1.0 ± 0.2

(C18:0) ｽﾃｱﾘﾝ酸 13.6 ± 3.4 13.5 ± 1.9 12.4 ± 2.0

(C18:1) ｵﾚｲﾝ酸 54.2 ± 3.6 53.8 ± 2.9 54.5 ± 3.0

(C18:2) ﾘﾉｰﾙ酸 2.6 ± 0.8 2.6 ± 0.7 2.9 ± 0.6

(C18:3) ﾘﾉﾚﾝ酸 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.1 0.1 ± 0.0

(C20:0) ｱﾗｷｼﾞﾝ酸 0.2 ± 0.0 0.2 ± 0.1 0.2 ± 0.0

(C20:1) ｴｲｺｾﾝ酸 0.6 ± 0.2 0.6 ± 0.1 0.6 ± 0.3

SFA　　（飽和脂肪酸） 37.6 ± 4.4 38.1 ± 3.3 36.7 ± 3.1

MUFA　（一価不飽和脂肪酸） 59.7 ± 4.5 59.2 ± 3.3 60.3 ± 3.2

PUFA　（多価不飽和脂肪酸） 2.8 ± 0.8 2.7 ± 0.7 3.0 ± 0.7

脂肪酸
（ｎ＝40） （ｎ＝31） （ｎ＝20）

気高栄光 田尻茂金 藤良
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の方が多く、一方、飽和脂肪酸（SFA）、PUFA 割合は、

逆に去勢牛が多くなっており、他の報告と同様の傾向

が見られた 16）19）。 

去勢牛及び雌牛の MUFA 割合にばらつきが多かった

原因としては、今回の調査対象牛210頭の種雄牛は、

64 種類に及ぶこと、生産者は 45 名であり、それぞれ

が異なる飼料給与及び管理方法であること、さらに出

荷時期が異なっていること等の要因が考えられた。 

交配種雄牛の系統別に比較すると、去勢牛のリノー

ル酸、PUFAにおいて田尻・茂金系、藤良系、気高・栄

光系の順に有意に高かったが、その他は系統間に差は

見られなかった。リノール酸に関しては、肥育中後期

に粗飼料給与レベルを変えた試験で低粗飼料区が高粗

飼料区より有意に高い報告９）やトウモロコシ多給区が

大麦多給区より有意に高い値を示した報告 20）がある。

有意差が認められた田尻・茂金系の去勢牛では、雌牛

に高い傾向が示されていないことや各系統毎の生産者

が決まっているわけではないため、他の報告で示され

るような飼料給与等の関係が関わった可能性が高いと

考えられた。 

また、表７に各脂肪酸と主な産肉形質との単相関を

示した。SFA及びPUFAと産肉形質の各項目との間には、

負の相関、MUFAは正の相関にあったが、他の報告３）19）

21）より高いものの、相関があるとまでは言えない。 

次に、MUFA、PUFAにおける性差、生産者、交配種雄

牛間の相関係数は、表８及び表９のとおり、特に高い

相関は見られなかった。なお、分散拡大要因（VIF値）

は2.0を下回っていたことから、検定上問題はないも

のと思われた。 

 MUFA及び PUFAと性、生産者及び種雄牛の３要因の

影響及び精度について表10及び表11に示した。MUFA

及びPUFAと3要因は、重相関係数及び決定係数から関

与を示すものと考えられ、なかでも、生産者、種雄牛

での影響は大きいものであった。 

 カテゴリースコアに関して表12、表13に示したが、

性別では、MUFA、PUFAともに、雌の方が高かった。 

 

 

 

 

 

 

表６　性別脂肪酸組成

(C14:0) ﾐﾘｽﾁﾝ酸 2.0 ± 0.5
ａ 1.9 ± 0.4

ｂ

(C14:1) ﾐﾘｽﾄﾚｲﾝ酸 0.6 ± 0.4 0.6 ± 0.3

(C15:0) ﾍﾟﾝﾀﾃﾞｶﾝ酸 0.3 ± 0.1 0.3 ± 0.1

(C16:0) ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸 22.4 ± 2.1
A 21.0 ± 1.8

B

(C16:1) ﾊﾟﾙﾐﾄﾚｲﾝ酸 3.0 ± 0.9
B 3.3 ± 0.7

A

(C17:0) ﾏﾙｶﾞﾘﾝ酸 0.9 ± 0.2 0.9 ± 0.2

(C17:1) ﾍﾌﾟﾀﾃﾞｾﾝ酸 0.9 ± 0.2 1.0 ± 0.2

(C18:0) ｽﾃｱﾘﾝ酸 14.5 ± 3.5
A 13.3 ± 2.7

B

(C18:1) ｵﾚｲﾝ酸 51.5 ± 3.8
B 54.1 ± 3.2

A

(C18:2) ﾘﾉｰﾙ酸 2.8 ± 0.8 2.7 ± 0.7

(C18:3) ﾘﾉﾚﾝ酸 0.2 ± 0.1
A 0.1 ± 0.0

B

(C20:0) ｱﾗｷｼﾞﾝ酸 0.2 ± 0.1 0.2 ± 0.0

(C20:1) ｴｲｺｾﾝ酸 0.5 ± 0.2
B 0.6 ± 0.2

A

SFA　　（飽和脂肪酸） 40.4 ± 4.5
A 37.6 ± 3.7

B

MUFA　（一価不飽和脂肪酸） 56.7 ± 4.5
B 59.6 ± 3.8

A

PUFA　（多価不飽和脂肪酸） 3.0 ± 0.8 2.8 ± 0.7

※異符号間に有意差あり　大文字P＜0.01、小文字P＜0.05

雌牛平均脂肪酸 去勢牛平均

表７　各脂肪酸と産肉形質及び肥育期間の単相関

性 枝肉重量
ロース

芯面積
ばら厚 脂肪厚 ＢＭＳ

肥育

期間

-0.17 -0.34 -0.36 -0.12 -0.35 -0.08

0.19 0.34 0.37 0.14 0.36 0.09

-0.09 -0.01 -0.07 -0.14 -0.03 -0.09

-0.20 -0.12 -0.24 0.02 -0.09 -0.08

0.20 0.16 0.25 -0.03 0.13 0.13

-0.03 -0.20 -0.07 0.05 -0.22 -0.27

雌

SFA　　（飽和脂肪酸）

MUFA　（一価不飽和脂肪酸）

PUFA　（多価不飽和脂肪酸）

各脂肪酸

去勢

SFA　　（飽和脂肪酸）

MUFA　（一価不飽和脂肪酸）

PUFA　（多価不飽和脂肪酸）

表８　MUFAにおけるアイテム間の単相関係数

各アイテム 性別 生産者 種雄牛 ＭＵＦＡ

性別 1.000 0.279 0.050 0.290

生産者 1.000 0.107 0.566

種雄牛 1.000 0.547

ＭＵＦＡ 1.000

表９　PUFAにおけるアイテム間の単相関係数

各アイテム 性別 生産者 種雄牛 ＰＵＦＡ

性別 1.000 -0.337 -0.196 -0.170

生産者 1.000 -0.216 0.549

種雄牛 1.000 0.366

ＰＵＦＡ 1.000
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 種雄牛では、MUFA においては、気高・栄光系及び

藤良系の種雄牛が上位と下位に分かれ、田尻・茂金系

が中位を占める傾向にあった。最近の種雄牛は、気高

系、藤良系ともにハーフ系のものが多く、血縁関係が

多系統に及ぶことから同一系統であっても種雄牛の能

力は大きく異なるものと考えられる。詳細な検討が必

要ではあるが、傾向として系統よりも種雄牛の持つ個

体能力における影響の方が強いものと考えられた。 

遺伝的な観点では、中橋ら１）は、黒毛和種ロース芯

内交雑脂肪の脂肪酸及び MUFA の遺伝率が 0.67～0.82

の高い値を推定し、遺伝的改良が十分に可能であると

しており、野儀ら ５）も黒毛和種胸最長筋脂肪から

C18:1 割合について 0.782と比較的高い遺伝率を推定

し、種雄牛等による遺伝的改良の可能性を示唆してい

る。また、井上ら２）は血縁係数を用いて分類した種雄

牛グループ間で BMS、融点及び不飽和度の育種価に有

意差が認められ、さらにBMSや枝肉形質と融点及び脂

肪酸組成に遺伝的に独立した関係にあったことから、

融点や不飽和度が新たな肉質改良の指標となることを

示唆している。そのため、詳細な調査を継続的に行い、

改良に活かしていけば、肉質の改善につながるものと

考えられた。 

表12　数量化Ⅰ類によるMUFAと３要因のカテゴリースコア

（単位　スコア：％、頭数：頭）

カテゴリー スコア 頭数 カテゴリー スコア 頭数 カテゴリー スコア 頭数

去勢 -0.49 74 生産者　１ 3.20 5 気高・栄光　１ 4.03 4

雌　 0.67 54 生産者　２ 2.80 4 気高・栄光　２ 2.28 3

合計 128 生産者　３ 2.55 7 気高・栄光　３ 2.28 12

生産者　４ 2.48 5 藤良　１ 2.13 20

生産者　５ 1.96 5 気高・栄光　４ 1.50 3

生産者　６ 1.66 15 田尻・茂金　１ 1.48 4

生産者　７ 1.08 16 田尻・茂金　２ 1.12 4

生産者　８ 0.94 5 気高・栄光　５ 0.89 3

生産者　９ -0.06 7 田尻・茂金　３ 0.44 5

生産者　１０ -0.13 4 気高・栄光　６ 0.03 3

生産者　１１ -0.53 5 田尻・茂金　４ 0.02 3

生産者　１２ -0.55 6 田尻・茂金　５ 0.01 3

生産者　１３ -0.90 3 田尻・茂金　６ -0.80 3

生産者　１４ -1.13 7 田尻・茂金　７ -0.91 8

生産者　１５ -1.77 5 田尻・茂金　８ -0.92 9

生産者　１６ -1.90 3 気高・栄光　７ -1.34 3

生産者　１７ -2.54 3 気高・栄光　８ -1.40 12

生産者　１８ -2.54 3 気高・栄光　９ -1.68 3

生産者　１９ -3.06 3 藤良　２ -2.12 15

生産者　２０ -3.32 12 田尻・茂金　９ -2.31 3

生産者　２１ -3.58 5 気高・栄光　１０ -6.04 5

定数項 58.06 合計 128 合計 128

種雄牛生産者性

表10　MUFAと３要因の影響及び精度

アイテム レンジ 偏相関係数

性 1.16 0.19

生産者 6.78 0.57

種雄牛 10.07 0.60

重相関係数（R) 0.76

決定係数（R
2
） 0.58

表11　PUFAと３要因の影響及び精度

アイテム レンジ 偏相関係数

性 0.38 0.31

生産者 3.24 0.73

種雄牛 2.34 0.67

重相関係数（R) 0.78

決定係数（R
2
） 0.61
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一方、PUFAにおいては、田尻・茂金系が概ね上～中

位を占め、気高・栄光系が中～下位を占めていた。 

生産者では、MUFA 及び PUFA においても関係性が強

い傾向が見られたが、生産者の給与飼料や飼養管理方

法にまで調査を行っていないため、詳細な原因は不明

である。環境要因の飼料給与では、濃厚飼料の飼料内

容や濃厚飼料・粗飼料等の給与水準等の変化による脂

肪酸組成の影響などが報告されており ９）13）14）20）、生

産者間における差異は、個々の生産者の飼料給与等の

飼養管理による影響ではないかと推測した。 

但馬牛の胸最長筋内脂肪の脂肪酸組成を調査した報

告 17）によると、MUFA 割合は、雌牛が去勢牛よりも有

意に高い値を示し、また、種雄牛産子間で異なり、さ

らに、同一種雄牛の産子では母方祖父によって異なっ

ていた。また、農家間で著しく異なったとしている。

今回の結果である生産者間の違いについて合致してい

るものと考えられた。 

今回の調査は、MUFA 割合と種雄牛・系統、生産者間、

更にその他の要因の関連を解明するには、頭数が少な

かった。また、多くの報告から、MUFA割合と遺伝的な

関与や給与飼料、季節及び出荷月齢等の関与が存在し

ていることは明確と考えられるため、それらの関係性

を含めた調査を今後も多くの頭数で行うことにより脂

肪酸組成に関与する要因がさらに明らかになってくる

ものと考えられた。 
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